

20160117高橋義夫大阪ぞうきんの詩

ぞうきん

こまった時に思い出され、用がすめば すぐ忘れられる

ぞうきん

台所のすみに小さくなり、むくいを知らず、朝も夜も喜んで仕える

ぞうきんになりたい

「長島愛生園」　（昭和１３年　ともしび社発行　詩集　十字架を建てる　より）

　静かな瀬戸の内海は周囲十六里の島をゆるやかに包み、緑の松の並樹は白砂と共に海辺を廻る

　赫き太陽の光はレースのカーテンを通して病室一ぱいに漲り

　海藻の香を含んだ健康な潮風は濁った空気を吹き払つてすがすがしい

　白衣を纏ひし基督者なる医師と看護婦は危険を全く感ぜざる如く、一つ一つベッドを訪れ優しく看取りて慰め励ます

　箒の目のくつきりついた庭に、雀と鶉は餌をついばみ、　カナリヤと十姉妹は金網の中に可愛ゆく囀り交す

　紫陽花は軒端に虔ましく微笑み葡萄棚には処狭きまで葡萄の実糶り出でて盛夏を待つ

　首に鈴をつけた子猫は軽き病者の裳裾に戯れ、園の華なる子供達は朗らかに歌ひつつ芝生の上を踊り跳ね

　髪を分けた青年は勇ましくハーモニカを吹く

　壮者は野菜畑の鍬入れに忙しく、年若き娘も無駄口を忘れて、不自由な友の裁縫と洗濯にいそしむ。

　肥えたる牡牛は乳房を脹らませて、いと悠長に搾乳者を呼び

　巣のとりは鮮しき卵の産みしを告げて、食卓の上を明るくせんとす

　青葉の丘に仰ぎ見ゆる清楚な礼拝堂の尖塔は、澄渡つた夕映えの空に聳えて彼処より聖き鐘の音響き渡る

　かくて一日の労働を終へし憩ひの夕ともなれば、聖壇のオルガンに合はせて、楽しき讃美歌の合唱山々に反響し、祈祷の声遅くまで漏れ聞ゆ

　室々の燈火は次々に消えて、遂に島は安らかな眠りに入る

　ああ、永遠に祝福されよ、その名の如く床し長島愛生園


